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議会の構成が決定しました
令和元年第４回恵那市議会定例会において、新しく議長・副議長・監査委員が決まり、併せて常任
委員会、議会運営委員会、特別委員会の委員構成も決まりました。
恵那市議会では申し合わせにより、議長、副議長、監査委員、常任委員会、議会運営委員会委員の
任期は１年としています。

後　藤　康　司

議　　長

千　藤　安　雄

副　議　長

橋　本　平　紀

監査委員

この度は、三度議長に選任をいただき、もと
より浅学非才な私がと、多少の戸惑いがあるの
も事実ですが、全身全霊職責を果たしてまいり
ます。
この一年は、恵那市にとって大変重要な年で
あり、春には全国さくらシンポジウム、夏には
東京オリンピックのポーランドカヌーチームに
よる事前キャンプ、秋にはＷＲＣ世界ラリー選
手権日本ラウンド開催、冬には国体冬季大会ス
ケート競技会等々イベントが決定、そして、恵
那にゆかりのある戦国武将「明智光秀」に光を
当てた、ＮＨＫ大河ドラマ「麒麟がくる」の放
送も開始され、待望の大河ドラマ館もオープン
しました。これらは恵那市を内外にＰＲ出来る
絶好のチャンスであり、多くの来訪客及び交流
人口の増加が期待されます。人口減少、少子高
齢化が進む恵那市にとって、これらのイベント
を契機に、移住・定住を図っていくことが重要
であり、議会、行政、市民が一体となり取り組
んでいけるよう、努めていきたいと思います。
議会においては、議会改革の一環としてペー
パーレス化に取り組み、令和元年９月定例会か
らタブレット端末での議案審査を開始、改革も
順次進んでいます。二元代表制の一翼を担う議
会として、議論が出来る議会を目指し、市民の
皆さまの負託に応えていくことができるよう、
課題解決に向け努めてまいります。

議長の抱負

議員各位のご推挙により、副議長に就任致し
ました。伝統ある恵那市議会の副議長という大
任を拝し、身に余る光栄でありますと同時に、
責任の重さを痛感しております。
もとより浅学非才で微力でありますが議長を

補佐し、円滑な議会運営に努めてまいります。
地方自治体を取り巻く環境は厳しく、人口減

少・少子化・超高齢化という、行政が経験した
事の無い時代に直面し、様々な課題が山積して
おりますが、市政が抱える短期的、長期的な課
題をしっかり見極め、スピード感を持って、全
力で取り組んでいかなければならないと考えて
おります。
二元代表制の一翼を担う議会として、市民の

皆さまの期待と信頼にお応えできるよう、市政
の更なる発展と市民生活の向上に向けて常に公
正・公平を心がけ取り組んでまいります。
どうか宜しくお願いします。

副議長の抱負

議 会 だ よ り
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委員会構成 令和元年11月28日現在

◎委員長　　○副委員長

委員会名 委　員　氏　名

常
　
任
　
委
　
員
　
会

総務文教委員会
○１柘植　　羌
　２橋本　平紀
　３千藤　安雄

　４遠山　信子
　５鵜飼　伸幸
◎６町野　道明

市民福祉委員会
○１西尾　　努
　２近藤　純二
　３安藤　直実

　４後藤　康司
　５堀　　　誠
◎６柘植　孝彦

経済建設委員会
○１堀　　光明
　２佐々木　透
　３荒田　雅晴

　４水野　功教
◎５中嶋　元則

議会運営委員会
○１西尾　　努
　２柘植　孝彦
　３中嶋　元則

　４水野　功教
◎５鵜飼　伸幸

委員会名 委　員　氏　名

特
　
別
　
委
　
員
　
会

瑞浪恵那道路・
新丸山ダム建設
促進特別委員会

○１近藤　純二
　２柘植　孝彦
　３西尾　　努
　４中嶋　元則

　５千藤　安雄
　６堀　　光明
◎７鵜飼　伸幸

広報広聴
特別委員会

○１橋本　平紀
　２柘植　孝彦
　３中嶋　元則
　４遠山　信子

　５安藤　直実
　６町野　道明
◎７佐々木　透

リニア中央新幹線
対策特別委員会

○１堀　　　誠
　２西尾　　努
　３近藤　純二
　４町野　道明

　５荒田　雅晴
　６水野　功教
◎７柘植　　羌

総務部、まちづくり企画部、消防本部、
消防署、教育委員会、会計の所管に属
する事項並びに他の常任委員会の所管
に属さない事項の調査及び審査を行う。

　　　６人

目的

定数

市民サービス部、医療福祉部の所管
に属する事項の調査及び審査を行う。

　　　６人

目的

定数

商工観光部、農林部、建設部、水道
環境部、農業委員会の所管に属する
事項の調査及び審査を行う。

　　　６人

目的

定数

経済建設委員会

市民福祉委員会

総務文教委員会

常 任 委 員 会

議 会 だ よ り
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特 別 委 員 会

国道 19号瑞浪恵那道路及び新丸
山ダム建設促進と関連する諸問題
について調査研究を行う。

　　　７人

目的

定数

議会だよりの編集発行を行うとと
もに、議会の活動等を広く市民に公
開し、周知するための調査研究を行
う。

　　　７人

目的

定数

リニア中央新幹線の建設に関する
諸問題について調査研究を行う。

　　　７人

目的

定数

リニア中央新幹線対策
特別委員会

広報広聴特別委員会

瑞浪恵那道路・新丸山ダム
建設促進特別委員会

議会運営委員会

議会運営を円滑に行うため、日程、議
案の取り扱いなどについての協議を行
う。また請願や陳情などの審査も行う。

　　　５人

目的

定数

議 会 だ よ り
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令
和
元
年
第
四
回
定
例
会

条
例
の
改
正
及
び
補
正
予
算
な
ど

42
件
を
承
認
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
が
11
月
28

日
か
ら
12
月
25
日
ま
で
の
28
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
議
会
構
成
が
行
わ
れ
、
恵
那

市
議
会
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
、
議
席

の
指
定
を
行
い
、
常
任
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
構
成
委

員
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案

は
、専
決
処
分
の
承
認
１
件
、条
例
の
制

定
３
件
、条
例
の
一
部
改
正
10
件
、そ
の

他
８
件
、人
事
案
件
４
件
、補
正
予
算
関

係
16
件
の
合
計
42
件
で
す
。主
な
議
案

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

条
例
関
係

○
恵
那
市
公
の
施
設
に
係
る
使
用
料
等

の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

公
の
施
設
の
使
用
料
の
額
を
変
更
す

る
な
ど
所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
、
条

例
54
本
を
一
つ
の
整
備
条
例
と
し
て
、

制
定
す
る
。

○
恵
那
市
恵
那
峡
公
園
条
例
の
制
定

恵
那
峡
公
園
を
公
の
施
設
と
し
て
管

理
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
。

○
恵
那
市
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企

業
法
適
用
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
第
２

条
第
３
項
の
規
定
等
を
適
用
す
る
こ
と

に
伴
い
、
下
水
道
事
業
の
設
置
及
び
そ

の
経
営
の
基
本
に
関
す
る
事
項
を
定
め

る
な
ど
所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
。

○
恵
那
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の

技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

○
恵
那
市
税
条
例
の
一
部
改
正

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
種
別
割
の

減
免
対
象
に
、
精
神
障
害
者
が
運
転
す

る
軽
自
動
車
等
を
加
え
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
う
。

○
恵
那
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

市
立
恵
那
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
恵
み
の
食
費
の

料
金
を
変
更
す
る
な
ど
、
所
要
の
改
正

を
行
う
。

○
恵
那
市
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
及
び
恵
那

市
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
。

○
恵
那
市
分
担
金
等
徴
収
条
例
の
一
部

改
正

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
保
全
対
策
事
業
の
施

行
に
伴
い
、電
気
事
業
者
か
ら
分
担
金
を

徴
収
す
る
た
め
、所
要
の
改
正
を
行
う
。

○
恵
那
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

新
た
に
中
袋
の
可
燃
ご
み
処
分
手
数
料

を
設
け
る
な
ど
、所
要
の
改
正
を
行
う
。

そ
の
他

○
町
及
び
字
の
区
域
の
変
更

正
家
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施

行
に
伴
い
、
町
及
び
字
の
区
域
の
変
更

を
行
う
。

○
変
更
契
約
の
締
結

北
山
川
河
川
改
修
工
事

契
約
額　

１
億
５
，
９
２
７
万
１
，

１
６
０
円

相
手
方　

恵
中
建
設
株
式
会
社

○
変
更
契
約
の
締
結

都
市
計
画
道
路
寺
平
的
ヶ
屋
敷
線
他

１
路
線
道
路
改
良
工
事

契
約
額　

２
億
７
，８
６
４
万
４
０
円

相
手
方　

恵
中
建
設
株
式
会
社

○
訴
え
の
提
起

上
矢
作
病
院
看
護
師
宿
舎
の
明
渡
し

請
求
等
の
訴
え
を
提
起
す
る
。

○
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
変
更

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
合
併
市
町
村

に
係
る
地
方
債
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

合
併
特
例
債
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る

期
間
を
延
長
す
る
な
ど
の
変
更
を
行
う
。

○
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
一
部
改
正

組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
の
許
可
を
受
け

る
た
め
の
変
更
を
行
う
。

市
道
路
線
の
認
定

○
長
島
町
１
路
線

長
島
町
３
７
５
号
線
を
認
定
す
る
。

恵那峡

議 会 だ よ り
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財
産
の
処
分

○
財
産
の
無
償
譲
渡

旧
中
野
方
教
職
員
住
宅

相
手
方　

中
野
方
自
治
振
興
会

人
事
関
係

○
恵
那
市
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任

現
委
員
で
あ
る
平
出
紀
子
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に
後
藤
妙
子
氏
を

選
任
す
る
。

後
藤
妙
子
氏
（
山
岡
町
）
新
任

○
恵
那
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
選
任

現
委
員
で
あ
る
藤
井
輝
彦
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、再
び
同
氏
を
選
任
す
る
。

藤
井
輝
彦
氏
（
岩
村
町
）
再
任

○
恵
那
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

現
委
員
で
あ
る
村
松
訓
子
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、再
び
同
氏
を
選
任
す
る
。

村
松
訓
子
氏
（
明
智
町
）
再
任

○
恵
那
市
監
査
委
員
の
選
任

現
委
員
で
あ
る
中
嶋
元
則
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に
橋
本
平
紀
氏
を

選
任
す
る
。

橋
本
平
紀
氏
（
明
智
町
）
新
任

予
算
関
係

○
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

自
立
支
援
給
付
費
の
増
額
分
４
，

７
４
９
万
５
千
円
、
明
智
町
２
２
５
線

道
路
改
良
事
業
費
３
，７
０
０
万
円
、
ま

き
が
ね
公
園
野
球
場
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

設
置
費
１
，１
０
０
万
円
ほ
か
、
１
億
１
，

２
０
０
万
１
千
円
を
計
上
す
る
。

○
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
の
給
与
費

及
び
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
ほ
か

３
１
０
万
４
千
円
を
減
額
補
正
す
る
。

○
令
和
元
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
の
給
与
費

５
３
９
万
６
千
円
計
上
す
る
。

○
令
和
元
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
の
給
与
費

２
１
７
万
６
千
円
を
計
上
す
る
。

○
令
和
元
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
の
給
与
費

23
万
９
千
円
を
減
額
補
正
す
る
。

○
令
和
元
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
の
給
与
費
１
，

６
２
６
万
９
千
円
を
減
額
補
正
す
る
。

○
令
和
元
年
度
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
の
給
与
費
な
ど

１
，２
６
０
万
１
千
円
を
減
額
補
正
す
る
。

○
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
診
療
所

事
業
会
計
補
正
予
算

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
の
給
与
費
１
，

４
２
４
万
９
千
円
を
減
額
補
正
す
る
。

追
加
議
案

条
例
関
係

○
恵
那
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正　

○
恵
那
市
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
恵
那
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

○
恵
那
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

こ
の
４
件
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
が
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
条
例
の
一
部
改

正
を
行
い
、
議
会
議
員
及
び
特
別
職
は

期
末
手
当
を
、
市
職
員
は
給
料
表
等
の

所
要
の
改
正
を
行
う
。

予
算
関
係

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
他
７
会
計
に
つ
い
て
は
、
人
事
院

勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与

が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
合
計
２
，

０
５
０
万
３
千
円
を
増
額
補
正
す
る
。

議
会
提
案

○
地
域
医
療
構
想
の
推
進
に
当
た
っ
て

の
意
見
書

９
月
26
日
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し

た
再
編
を
議
論
す
べ
き
公
立
・
公
的
病

院
４
２
４
病
院
に
市
立
恵
那
病
院
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
と

し
て
の
意
見
を
提
出
す
る
。

12
月
議
会
定
例
会
傍
聴
者
数�

22
名

譲渡される旧中野方教職員住宅

改修が進むまきがね公園野球場

議 会 だ よ り
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12月議会定例会　議決結果
（全会一致可決分）

（採決が分かれたもの）

会派・議員名

議　案　名

結
　
　
果

新　　政　　会 共産党 無 公 市 リ
柘
植
　
羌

堀
　
光
明

荒
田
雅
晴

後
藤
康
司

鵜
飼
伸
幸

千
藤
安
雄

橋
本
平
紀

近
藤
純
二

中
嶋
元
則

西
尾
　
努

柘
植
孝
彦

水
野
功
教

遠
山
信
子

堀

誠

町
野
道
明

安
藤
直
実

佐
々
木
透

条例関係

恵那市公の施設に係る使用料等の見直しに伴う関係条
例の整備に関する条例の制定について

可
決○○○議

長○○○○○○○××○○○○

恵那市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部改正について

可
決○○○議

長○○○○○○○××○○×○

恵那市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改
正について

可
決○○○議

長○○○○○○○××○○×○

令和元年度
補正予算 令和元年度恵那市一般会計補正予算（第６号） 可

決○○○議
長○○○○○○○××○○×○

＊共産党：日本共産党、無：無所属、公：公明党、市：市民ネット、リ：リベラルえな� ○：賛成、×：反対

議　　　　案　　　　名 採決結果

条
例
関
係

恵那市恵那峡公園条例の制定について 可決

恵那市下水道事業の地方公営企業法適用に伴う関係条例の整
備に関する条例の制定について 可決

恵那市固定資産評価審査委員会条例の一部改正について 可決

恵那市税条例の一部改正について 可決

恵那市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 可決

恵那市国民健康保険診療所事業の設置等に関する条例及び恵
那市監査委員条例の一部改正について 可決

恵那市分担金等徴収条例の一部改正について 可決

恵那市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 可決

恵那市職員の給与に関する条例の一部改正について 可決

恵那市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条
例の一部改正について 可決

そ
の
他

専決処分の承認について（変更契約の締結について） 承認

町及び字の区域の変更について 可決

変更契約の締結について（北山川河川改修工事） 可決

財産の無償譲渡について（旧中野方教職員住宅） 可決

訴えの提起について 可決

市道路線の認定について 可決

新市まちづくり計画の変更について 可決

岐阜県市町村職員退職手当組合規約の一部改正について 可決

議　　　　案　　　　名 採決結果

人
事
関
係

恵那市公平委員会の委員の選任について（後藤　妙子氏） 同意

恵那市固定資産評価審査委員会の委員の選任について（藤井　
輝彦氏） 同意

恵那市教育委員会の委員の任命について（村松　訓子氏） 同意

恵那市監査委員の選任について（橋本　平紀氏） 同意

令
和
元
年
度
補
正
予
算
関
係

令和元年度恵那市一般会計補正予算（第５号） 可決

令和元年度恵那市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決

令和元年度恵那市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決

令和元年度恵那市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 可決

令和元年度恵那市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決

令和元年度恵那市水道事業会計補正予算（第１号） 可決

令和元年度恵那市病院事業会計補正予算（第２号） 可決

令和元年度恵那市国民健康保険診療所事業会計補正予算（第１
号） 可決

令和元年度恵那市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 可決

令和元年度恵那市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 可決

令和元年度恵那市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 可決

令和元年度恵那市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決

令和元年度恵那市水道事業会計補正予算（第２号） 可決

令和元年度恵那市病院事業会計補正予算（第３号） 可決

令和元年度恵那市国民健康保険診療所事業会計補正予算（第２
号） 可決

議
会
提
案
地域医療構想の推進に当たっての意見書 可決

議 会 だ よ り
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12月議会委員会報告

施設使用料は３年ごとに統一的な基準に沿って見直しをしています。前回の見直しから３年が経過
することから、維持管理費に見合った料金となっているのかを検討し、受益と負担の公平性などを踏
まえ、現在の情勢に合った体系に見直しました。検討内容として、現在の料金の1.5倍以内とし、消
費税率の改正などにも対応しました。スポーツ施設や文化施設、地域集会施設、火葬場など一部の公
共施設の使用料を改正するもので、３常任委員会でそれぞれ所管する施設の料金について見直しを行
いました。
また、現在は18歳以下と75歳以上の団体が利用する
ときは、施設利用料も照明設備など付属設備の利用料
も全額減免されていますが、今後は照明設備など付属
設備の利用料を半額負担していただくこととなります。
今回の改正により、公共施設を利用する、利用しな
いなど、施設の適正な利用を促し、受益と公平性の確
保が期待されます。
施行日は令和２年４月１日です。

施設 区分 改正前 改正後

恵那文化会館
楽屋 200円 300円
冷暖房料金（大ホール） 3,600円 3,660円

恵那市中央公民館
集会室 900円 1,300円
調理実習室 400円 610円

学校施設
屋内運動場夜間照明 610円 620円
屋外運動場夜間照明 1,020円 1,030円

～コミュニティセンターなどの使用料を変更～
公共施設に係る使用料の見直し総 務 文 教

委 員 会

平成26年度から始まった恵那峡再整備事業は今年度末に完了します。これを機に恵那峡公園の適正
管理と利用促進を図るため、新たに条例を整備。
新しく生まれ変わった恵那峡では、全国さくらシンポジウムやさくら花火大会をはじめとする、多
くのイベントが予定されており、恵那市の観光拠点として多くの方にお越しいただくことを期待して
おります。

恵那市恵那峡公園条例が制定されました
～恵那峡公園を公の施設として管理するための条例　令和２年４月１日から施行～

施設・付属施設使用料（１時間当たり）

恵那文化センター

議 会 だ よ り
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12月議会委員会報告

現在固定額となっている、通所リハビリテーション利用加算料の食費については、介護保険の対象
ではないため、利用者の実費負担ですが、物価の上昇や人件費の高騰により、実際には１食７００円
（税込み）掛かっており、その不足分を市立恵那病院の施設運営経費にて補填している現状があります。
今後の物価上昇や人件費等に対応するため、食費の額を実費相当額に改め、利用者に実費相当額を負
担いただくものです。
　施行日は、令和２年４月１日
です。
なお、指定管理者の市立恵那病
院では、来年度に向け、給食委託
業者をプロポーザル方式（注1）で選
定を行い、利用者の負担が最小限
となるよう取り組んでおり、今後
も安価で良質な食事が提供される
ことが期待されます。

～通所リハビリテーションセンターほほ恵
え
み

食費の料金を固定額の600円から実費相当額へ～

恵那市病院事業の設置等に関する
条例の一部改正

市 民 福 祉
委 員 会

人口減少や核家族化による生活環境の変化は、可燃ゴミの排出にも影響し、中サイズのゴミ袋が望
まれるようになり、ニーズと実情に沿った「中サイズ30ℓ」の追加を全会一致で可決。
ゴミから資源を分別することにより大サイズの利用から中サイズに変更することも可能で、家庭内
のゴミ減量と恵那市全体の可燃ゴミの減量化に繋がることが期待されます。

（注１）委託先業者を選定する際に、複数の業
者に企画を提案してもらい、その中からもっと
も適した提案を行った業者を選ぶ方式。

恵那市廃棄物の処理及び清掃に関す
る条例の一部が改正されました
～可燃ゴミ袋に新たに「中サイズ」を４月より設定～

経 済 建 設
委 員 会

通所リハビリテーションセンターほほ恵み

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

意
見
表
明
権
の
保
障
を

　
　
　
法
改
正
で
虐
待
防
止
が
強
化
さ

れ
た
。
市
は
ど
う
し
ま
す
か
。

ま
た
市
で
「
Ａ
Ｌ
Ｌ
ネ
ウ
ボ
ラ
会
議
」

を
設
置
し
ま
し
た
。そ
の
役
割
は
何
か
。

国
は
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
批
准
し
て

い
る
が
、
市
民
が
「
子
ど
も
の
権
利
条

約
」を
学
習
す
る
施
策
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　

今
年
度
か
ら
恵
那
警
察
署
担
当

者
が
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年

ま
で
に
子
育
て
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を

設
置
し
常
勤
専
門
職
員
を
確
保
し
て
い

き
ま
す
。「
Ａ
Ｌ
Ｌ
ネ
ウ
ボ
ラ
会
議
」

は
子
育
て
現
場
の
声
を
拾
い
上
げ
、
施

策
に
反
映
す
る
機
能
を
持
ち
ま
す
。
国

が
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
を
保
障
す
る

仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
を
契
機
に
子

ど
も
の
権
利
施
策
の
研
究
を
し
ま
す
。

�

（
医
療
福
祉
部
長
）

「
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
」の
育

成
派
遣
を

　
　
　
全
国
で
は
不
登
校
児
童
生
徒
は

６
年
連
続
で
増
加
。
恵
那
市
の

状
況
は
ど
う
か
。
子
育
て
支
援
課
と
連

携
し
て
対
応
で
き
る
体
制
で
す
か
。
ま

た
、
不
登
校
ひ
き
こ
も
り
支
援
を
行
う

民
間
団
体
の
情
報
は
保
護
者
へ
届
い
て

い
ま
す
か
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て

大
学
生
を
不
登
校
児
童
生
徒
の
「
メ
ン

タ
ル
フ
レ
ン
ド
」
と
し
て
育
成
、
派
遣

で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
　

恵
那
市
の
状
況
は
平
成
30
年
度

小
学
校
25
名
、
中
学
校
56
名
。

国
県
平
均
よ
り
少
し
上
回
っ
て
い
ま

す
。
不
登
校
児
童
生
徒
の
具
体
的
な
状

況
を
毎
月
子
育
て
支
援
課
と
共
有
し
て

お
り
、
不
登
校
支
援
の
民
間
団
体
の
チ

ラ
シ
を
学
校
を
通
し
て
保
護
者
へ
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
心
の
相
談
員
が
家

庭
訪
問
し
な
が
ら
支
援
し
た
り
、
県
の

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
派

遣
し
て
も
ら
え
る
の
で
新
た
な
ス
タ
ッ

フ
を
育
成
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。�

（
副
教
育
長
）

そ
の
他
の
質
問

・
若
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

問答問

答

子
ど
も
の
権
利
擁
護
に

つ
い
て

Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
概
要
に
つ
い
て

　
　
　

実
際
に
ど
の
よ
う
な
規
模
の
大

会
・
レ
ー
ス
な
の
か
、概
要
を

お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
て
開

催
さ
れ
、
世
界
１
５
５
カ
国
に

放
送
さ
れ
ま
す
。視
聴
者
も
約
７
億
人

と
言
わ
れ
て
お
り
、現
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
は
、木
曜
日
か
ら
日
曜
日
に
か
け

て
４
日
間
に
20
本
前
後
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

ス
テ
ー
ジ
（
Ｓ
Ｓ
）を
走
行
し
、タ
イ
ム

を
競
う
区
間
に
な
り
ま
す
。こ
の
Ｓ
Ｓ

の
合
計
距
離
は
３
０
０
キ
ロ
以
上
と
な

り
、移
動
区
間
を
加
え
た
総
走
行
距
離

は
、１
，０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
と
い
っ
た
よ
う
な
規
模
の
大
会
で
ご

ざ
い
ま
す
。�

（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
長
）

　
　
　

青
少
年
、若
者
の
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
に
向
け
た
関
心
、そ
し

て
、こ
の
よ
う
な
世
界
的
レ
ベ
ル
の
イ

ベ
ン
ト
が
地
元
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

対
す
る
誇
り
を
将
来
へ
の
希
望
に
向

け
、繋
げ
て
い
く
に
は
。

　
　
　

引
き
続
き
、近
隣
の
学
校
等
へ

広
く
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
し
、恵
那
市
で
世
界

レ
ベ
ル
の
大
会

が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、こ

う
い
っ
た
と
こ

ろ
を
身
近
に

見
て
感
じ
て

頂
き
、子
ど
も

た
ち
に
夢
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
、関
係
各
所
と
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
、そ
の
よ

う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
長
）

大
規
模
災
害
に
よ
る
避
難
所

の
環
境
問
題
に
つ
い
て

　
　
　

避
難
所
生
活
が
長
期
化
し
た

場
合
の
空
調
関
係
、冷
暖
房
等

へ
の
対
策
は
万
全
か

　
　
　

避
難
所
の
運
営
に
当
た
り
ま
し

て
は
、食
料
や
毛
布
の
備
蓄
、そ

れ
か
ら
非
常
用
発
電
機
の
設
置
、ま
た
、

必
要
物
資
を
迅
速
に
調
達
で
き
る
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
応
援
協
定
を
締

結
す
る
な
ど
、良
好
な
環
境
を
避
難
所

の
中
で
も
確
保
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
総
務
部
長
）

問答問答

問答

Ｗ
Ｒ
Ｃ
世
界
ラ
リ
ー
選
手

権
の
日
本
開
催
に
向
け
て

安
あん

藤
どう

直
なお

実
み

佐
さ

々
さ

木
き

透
とおる

スペシャルステージを走
行する競技車両

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　
各
地
で
記
録
的
な
暴
風
雨
に
よ

る
甚
大
な
被
害
が
起
き
て
い
る

が
、
安
全
な
避
難
行
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
、
そ
し
て
避
難
訓
練
は
地
域
、
学
校

で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

避
難
情
報
の
発
令
は
、
警
報
な

ど
の
気
象
状
況
か
ら
、
土
砂
警

戒
レ
ベ
ル
、
河
川
の
推
移
、
被
災
状
況

等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
人
的
被
害
が
発

生
す
る
前
に
、
避
難
行
動
の
で
き
る
時

間
を
判
断
し
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
避

難
情
報
を
発
令
す
る
。
災
害
時
に
は
地

域
の
共
助
が
大
変
必
要
と
な
り
、
要
支

援
者
の
方
を
誰
が
誰
を
伴
っ
て
避
難
す

る
か
、
避
難
所
ま
で
の
避
難
経
路
を
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
用
い
図
上
訓
練
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
は
、

通
学
路
の
危
険
箇
所
確
認
を
図
上
訓
練

し
て
い
る
。
登
下
校
時
に
通
学
路
で
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
学
校
に
向
か
う

の
か
家
に
戻
る
か
の
判
断
地
点
を
確
認

す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
活
動
を
行
い
、

児
童
生
徒
に
は
、
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
こ
と
が
で
き
る
指
導
を
行
っ
て
い

る
。�

（
副
教
育
長
）

　
　
　
恵
那
市
の
よ
う
な
中
山
間
地
域

は
大
規
模
災
害
時
に
孤
立
地
域

が
で
き
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
対
策
は
。

　
　
　

道
路
の
不
通
に
よ
り
孤
立
す
る

可
能
性
の
あ
る
集
落
は
、
市
内

に
は
42
集
落
あ
る
。
集
落
住
民
の
安
否

確
認
状
況
や
、
被
災
情
報
の
収
集
は
、

孤
立
集
落
の
代
表
者
と
連
絡
を
取
り
合

い
、
孤
立
状
態
の
詳
細
を
い
ち
早
く
把

握
す
る
。
通
信
手
段
と
し
て
固
定
、
携

帯
電
話
が
不
通
の
場
合
は
、
防
災
行
政

無
線
の
移
動
局
子
機
、
消
防
車
両
等
に

配
備
さ
れ
て
い
る
無
線
等
で
連
絡
を
取

り
合
い
救
助
活
動
を
行
う
。

�

（
総
務
部
長
）

問答

問答

公
共
工
事
の
平
準
化

　
　
　

建
設
業
界
の
活
性
化
に
よ
る
担

い
手
の
確
保
の
た
め
公
共
工
事

の
平
準
化
は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に①
債
務
負
担
行
為
の
積
極
的
な
活
用

②
ゼ
ロ
市
債
の
活
用

③
フ
レ
ッ
ク
ス
工
期
契
約
制
度
、
早
期

契
約
制
度
な
ど
活
用

④
速
や
か
な
繰
越
手
続
き
は

　
　
　

①
公
共
工
事
の
平
準
化
の
意
義

は
、
人
材
・
資
機
材
の
実
稼
働

日
数
の
向
上
に
よ
る
経
営
の
健
全
化
、

労
働
者
の
休
日
確
保
や
時
間
外
労
働
の

削
減
な
ど
、
働
く
環
境
の
向
上
な
ど
が

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
大
型

事
業
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、
市
の
発

注
工
事
等
に
お
い
て
も
計
画
的
な
工
事

発
注
を
行
う
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

②
ゼ
ロ
市
債
と
し
て
、
維
持
修
繕
工
事

の
一
部
、
２
，０
０
０
万
円
を
債
務
負

担
行
為
と
し
て
設
定
し
、
発
注
す
る
予

定
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
舗
装
工

事
な
ど
年
度
末
に
集
中
す
る
工
事
に
つ

い
て
も
、
４
，５
月
に
施
工
が
可
能
な

ゼ
ロ
市
債
を
活
用
し
施
工
時
期
の
平
準

化
を
図
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

③
フ
レ
ッ
ク
ス
工
期
契
約
制
度
、
早
期

契
約
制
度
は
柔
軟
な
工
期
の
設
定
を
通

じ
て
、
受
注
者
が
技
術
者
や
建
設
資
材
、

建
設
労
働
者
な
ど
を
確
保
し
や
す
く
な

り
、
受
注
機
会
の
増
加
に
よ
る
経
営
の

安
定
化
や
、
建
設
現
場
で
働
く
方
々
の

労
働
環
境
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
柔
軟
な
対
応
の
た
め
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

④
速
や
か
な
繰
越
手
続
き
は
工
事
の
平

準
化
の
施
策
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
早
い
段
階
で
行
う
こ
と
で
、
事

業
者
に
負
担
を
掛
け
る
こ
と
な
く
必
要

な
工
期
と
公
共
工
事
の
品
質
向
上
の
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

�

（
建
設
部
長
）

問答

災
害
に
強
い
安
全
な

ま
ち
づ
く
り

土
木
工
事
に
つ
い
て

中学生も参加した図上訓練

平準化が望まれる道路工事

町
まち

野
の

道
みち

明
あき

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が

く
る
」
の
放
送
を
皮
切
り
に
、

さ
く
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
Ｌ
１
ラ
リ
ー
、

全
国
健
康
福
祉
祭
、
Ｗ
Ｒ
Ｃ
が
開
催
さ

れ
る
。
課
題
の
対
応
と
、
恵
那
市
の
魅

力
を
ど
う
発
信
し
、
観
光
客
増
に
繋
げ

る
の
か
。

　
　
　

Ｗ
Ｒ
Ｃ（
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
）

で
タ
イ
ム
を
競
う
Ｓ
・
Ｓ
で
市
内

３
コ
ー
ス
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、訪
日
外
国
人
を
含
め
十
万
人
の
観

戦
者
を
見
込
ん
で
い
る
。観
覧
場
所
、宿

泊
、多
言
語
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

課
題
の
対
応
は
、主
催
者
側
と
協
議
を

進
め
る
。Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
中
継
は
、７
億
人
と

も
い
わ
れ
る
。恵
那
市
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、観
光
客
の
増
加
に
繋
げ
た
い
。

�

（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
長
）

　

全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ぴ
っ

く
）
は
全
国
か
ら
来
場
さ
れ
る
方
を
温

か
く
お
迎
え
し
、
高
齢
者
の
健
康
と
生

き
が
い
づ
く
り
を
推
進
、
交
流
人
口
を

拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
振
興
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

�

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

　
　
　

地
域
資
源
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
よ
っ
て
観
光
入
込
客
数
の

増
加
が
見
込
め
る
中
、
観
光
行
政
の
今

後
の
展
開
は
。

　
　
　

２
０
２
０
年
の
観
光
ビ
ッ
グ
イ

ヤ
ー
を
契
機
に
、
恵
那
市
の
観

光
行
政
及
び
各
地
域
の
観
光
に
対
す
る

取
り
組
み
姿
勢
を
よ
り
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
も
の
へ
と
変
え
、
明
確
な
方

向
性
と
戦
略
に
基
づ
き
、
恵
那
市
を
観

光
で
も
稼
げ
る
地
域
に
と
考
え
て
い

る
。�

（
商
工
観
光
部
長
）

問答

問答

厚
労
省
の
病
院
再
編
対
象
の

発
表
に
つ
い
て

　
　
　

９
月
26
日
、
厚
労
省
は
突
然
、

４
２
４
の
公
立
・
公
的
病
院
を

再
編
の
対
象
と
し
て
発
表
し
た
。
85
億

円
も
の
巨
費
で
再
整
備
し
た
市
立
恵
那

病
院
が
含
ま
れ
て
お
り
、
市
民
か
ら
心

配
の
声
を
聞
く
。

　
　
　

全
国
市
長
会
で
も
全
国
一
律
の

基
準
の
デ
ー
タ
だ
け
で
再
編
・

統
合
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
、
地

域
住
民
の
不
信
を
招
い
て
い
る
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。
厚
労
省
の
デ
ー
タ
は

恵
那
病
院
再
整
備
直
後
の
平
成
29
年
12

月
か
ら
翌
３
月
ま
で
で
、
入
院
患
者
の

数
が
少
な
い
時

期
の
デ
ー
タ

だ
。
地
域
医
療

の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
県
が

行
う
「
地
域
医

療
構
想
調
整
会

議
」
で
関
係
者

が
協
議
、
検
討

し
て
行
う
べ
き

で
、
国
が
強
制

的
に
再
編
や
統
合
を
押
し
付
け
る
べ
き

で
は
な
い
。

　

地
域
医
療
は
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
会
議
の
場
で

も
現
在
の
恵
那
病
院
の
現
状
を
踏
ま
え

て
訴
え
、
最
後
ま
で
守
っ
て
い
く
。

�

（
市
長
）

保
育
士
の
待
遇
改
善
な
ど
子

育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

共
産
党
恵
那
市
委
員
会
は
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
１
，

０
０
０
通
を
超
え
る
回
答
を
頂
い
た
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
保
育
士
の
待
遇

改
善
を
望
む
声
が
最
も
多
か
っ
た
。
10

月
か
ら
保
育
の
無
償
化
が
始
ま
り
保
育

士
に
ゆ
と
り
が
な
い
状
況
で
は
。

　
　
　

10
月
か
ら
幼
児
コ
ー
ス
か
ら
幼

保
コ
ー
ス
へ
恵
那
市
全
体
で
29

名
が
変
更
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
同
じ

園
で
の
コ
ー
ス
変
更
で
、
現
状
の
職
員

体
制
で
適
切
に
対
応
で
き
て
い
る
。

�

（
副
教
育
長
）

そ
の
他
の
質
問

・
連
休
時
の
バ
ス
等
公
共
交
通
に
つ
い

て

問答

問答

２
０
２
０
年
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て

恵
那
病
院
は
命
の
砦
、

希
望
の
星

中
なか

嶋
しま

元
もと

則
のり

昨年のマレットゴルフリハーサル大会の様子

命の砦　市立恵那病院

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　

定
住
を
促
進
し
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
に
は
「
稼
げ
る

地
域
」
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
商

社
「
ジ
バ
ス
ク
ラ
ム
恵
那
」
の
設
立
目

的
と
具
体
的
事
業
展
開
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
　

恵
那
の
地
場
産
業
が
ス
ク
ラ

ム
を
組
ん
で
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
な
ど
の
地
域
が
抱
え
る
社
会

問
題
の
解
決
の
一
翼
を
担
い
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
、
持
続
可

能
な
ふ
る
さ
と
恵
那
づ
く
り
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
観
光
地
域
づ
く
り

を
行
う
D
M
Ｏ
法
人
と
の
一
体
的
な

取
り
組
み
に
よ
り
、
外
貨
を
稼
ぐ
た

め
の
観
光
業
の
育
成
、
儲
か
る
農
林

業
へ
の
転
換
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の
強

化
の
三
点
を
任
務
と
し
、
外
部
事
業

者
と
の
連
携
推
進
に
よ
る
市
内
事
業

者
の
販
売
能
力
の
向
上
、
新
た
な
地

域
の
担
い
手
の
把
握
と
育
成
、
地
域

の
強
み
を
生
か
し
た
高
付
加
価
値
商

品
の
開
発
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

�

（
商
工
観
光
部
長
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
推
進
に
つ
い
て

　
　
　

多
言
語
翻
訳
や
聴
覚
障
が
い
者

等
障
が
い
者
支
援
ア
プ
リ
の
導

入
に
つ
い
て
市
の
対
応
は
。

　
　
　

聴
覚
障
が
い
を
持
つ
児
童
生
徒

の
学
習
支
援
に
有
効
で
あ
る
Ｕ

Ｄ
ト
ー
ク
に
つ
い
て
、
授
業
等
に
お
け

る
学
習
活
動
に
活
用
で
き
る
よ
う
配
慮

し
て
い
く
。�（
教
育
委
員
会
副
教
育
長
）

　

Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
ア
プ
リ
を
外
国
人
や
聴

覚
・
言
語
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、
来
年
度
か
ら

市
役
所
の
窓
口
な
ど
に
導
入
し
て
い
き

た
い
。�

（
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長
）

問答

問答

　
　
　

恵
那
市
の
高
齢
者
に
つ
い
て
人

口
の
将
来
の
見
通
し
と
、
２
０

２
５
年
に
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
　

世
界
保
健
機
構
で
は
、
高
齢
者

の
定
義
は
65
歳
以
上
を
い
い
ま

す
。
現
在
市
内
は
１
７
，
０
９
１
人
。

高
齢
化
率
は
34
・
26
%
。
県
は
29
・
８
％
。

東
濃
５
市
で
最
も
高
い
。
２
０
２
５
年

に
は
、
36
・
９
％
を
予
測
、
本
市
は
人

口
減
少
と
と
も
に
少
子
高
齢
化
が
全
国

よ
り
も
早
く
進
ん
で
い
る
。

　
　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

は
。

　
　
　

高
齢
者
が
重
度
の
要
介
護
状
態

と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後

ま
で
続
け
る
事
が
出
来
る
よ
う
、
住
ま

い
、
医
療
介
護
、
介
護
予
防
、
生
活
支

援
が
、
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
の

事
で
す
。

　

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０

２
５
年
を
目
途
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
保
険
者
で
あ
る
市
が
、
地
域
の
自

主
性
や
主
体
性
に
基
づ
き
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
て
作
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
状
況

は
。

　
　
　

は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
２
３

９
人
養
成
さ
れ
、
現
在
集
い
の

場
の
運
営
の
活
動
者
数
は
76
人
で
す
。

現
在
集
い
の
場
は
市
内
に
31
カ
所
で

す
。

　

市
内
に
あ
る
集
い
の
場
は
、
介
護
保

険
制
度
の
事
業
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ま
め
に
暮
ら
そ

ま
い
会
の
活
動

の
よ
う
に
、
地

域
住
民
が
主
体

と
な
り
、認
知
・

介
護
予
防
に
繋

が
る
取
り
組
み

を
紹
介
し
参
考

に
し
た
い
。
生

涯
現
役
の
高
齢
者
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。

�

（
医
療
福
祉
部
長
）

そ
の
他
の
質
問

・
弱
者
に
優
し
い
公
共
交
通
を

問答問答

問答

稼
げ
る
地
域
づ
く
り
で

定
住
促
進
を
！

高
齢
者
に
優
し
い
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

柘
つ

植
げ

　 羌
あきお

本年度完了予定の恵那峡再整備事業

高齢者サロン
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恵
那
市
議
会
の
３
常
任
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
委
員
会
の
所
管
事
項
に
関
係
す
る
施
策
や
施
設
に

つ
い
て
、
現
在
当
市
が
抱
え
る
課
題
等
を
調
査
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

視
察
先
で
は
、
各
担
当
課
や
関
係
者
の
方
か
ら
事

業
内
容
や
課
題
、
今
後
の
展
開
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
説
明
を
受
け
、
そ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
は
多
く

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
、
問
題
や
課
題
を
把
握
し
、

少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
に
議
会
に
お
い
て
取
り
組

み
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

１
月
31
日
（
金
）

　

総
務
文
教
委
員
会
で

は
、
当
委
員
会
の
所
管

事
項
に
関
係
す
る
施
設

や
現
場
に
つ
い
て
、
計

５
カ
所
の
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

中
野
方
町
と
串
原
で

移
住
定
住
に
関
わ
っ
た

方
か
ら
体
験
に
基
づ
く

話
な
ど
に
つ
い
て
も
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
視
察
先
】

・
暮
ら
し
の
宿　

と
き
の
う
た
（
中
野
方
町
）

・
笠
置
峡
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
場
（
笠
置
町
）

・
明
治
天
皇
大
井
行あ

ん

在ざ
い

所し
ょ

・
長
屋
門
（
大
井
町
）

・
奥
矢
作
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
串
原
）

・
岩
村
歴
史
資
料
館
（
岩
村
町
）

�　

２
月
３
日
（
月
）

　

市
民
福
祉
委
員
会
で

は
、
当
委
員
会
の
所
管
事

項
に
関
係
す
る
施
設
や
現

場
に
つ
い
て
、
計
５
カ
所

の
視
察
と
施
策
に
対
す
る

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
場
視
察
の
他
に
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
や
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
施
策
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

【
視
察
先
】

・
明
智
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
地
（
明
智
町
）

・
明
智
ひ
と
つ
ば
た
ご
（
明
智
町
）

・
恵
那
た
ん
ぽ
ぽ
福
祉
会
（
長
島
町
）

・
市
立
恵
那
病
院
（
大
井
町
）

・
長
島
学
童
保
育
所
（
長
島
町
）�

　

２
月
５
日
（
水
）

　

経
済
建
設
委
員
会
で

は
、
当
委
員
会
の
所
管

事
項
に
関
係
す
る
施
設

や
現
場
に
つ
い
て
、
計

９
カ
所
の
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

阿
部
農
園
で
は
、
耕

作
放
棄
地
を
活
用
し
た

事
業
展
開
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
視
察
先
】

・
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
（
長
島
町
）

・
国
道
４
１
８
号
線
付
け
替
え
工
事
（
飯
地
町
）

・
道
の
駅　

ら
っ
せ
ぃ
み
さ
と
（
三
郷
町
）

・
山
岡
地
域
常
設
資
源
回
収
拠
点
（
山
岡
町
）

・
明
智
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
明
智
町
）

・
白
鷹
城
跡
整
備
事
業
（
明
智
町
）

・
恵
那
峡
再
整
備
事
業
（
大
井
町
）

・
リ
ニ
ア
長
島
ト
ン
ネ
ル
東
側
予
定
地
（
長
島
町
）

・
阿
部
農
園
（
三
郷
町
）

�

総
務
文
教
委
員
会

市
民
福
祉
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

３
常
任
委
員
会
が
市
内
の
所
管
施
設
に
つ
い
て
視
察
を
実
施

暮らしの宿　ときのうた

明智ひとつばたご（就労継続支援B型事業所）

ふれあいエコプラザ

議 会 だ よ り
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た
。
厚
生
労
働
省
は
平
成
28
年
12
月
前

後
の
診
療
実
績
で
分
析
し
て
い
ま
す

が
、
恵
那
病
院
は
新
病
院
へ
移
行
す
る

渦
中
の
実
績
で
し
た
。
地
域
医
療
構
想

の
推
進
に
は
、
先
ず
は
地
方
自
治
体
の

意
見
を
聞
く
こ
と
。
今
後
は
国
と
地
方

と
共
通
の
願
い
、
認
識
を
持
つ
こ
と
が

重
要
で
す
。
当
市
に
と
っ
て
、
市
民
の

命
を
守
る
市
立
恵
那
病
院
の
存
続
は
揺

る
が
な
い
願
い
で
す
。
全
会
一
致
で
意

見
書
を
採
決
。
提
出
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
の
９
月
26

日
に
厚
生
労
働
省
「
第

24
回
地
域
医
療
構
想
に

関
わ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
で
、
公
立
・

公
的
医
療
機
関
等
の
診

療
実
績
の
分
析
結
果
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
再

編
統
合
に
つ
い
て
特
に

議
論
が
必
要
と
の
要
請

対
象
の
医
療
機
関
と
し

て
、
全
国
４
２
４
の
病

院
名
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
中
に
市
立

恵
那
病
院
が
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
突
然
の
公

表
で
市
民
か
ら
不
安
や

戸
惑
い
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

本
市
の
市
立
恵
那
病

院
は
新
病
院
と
し
て
平

成
28
年
11
月
に
開
設

し
、
翌
年
11
月
に
出
産

第
１
号
を
記
録
し
ま
し

地
域
医
療
構
想
の
推
進
に
当

た
っ
て
の
意
見
書
を
可
決

地域医療構想の推進に当たっての意見書
将来を見据えた地域の医療体制の確保のため地域医療構想の推進について地域医療構想等調整会議で議論を進
めている中、本年９月 26日開催の厚生労働省「第 24回地域医療構想に関するワーキンググループ」で、公立・
公的医療機関等の診療実績の分析結果が公表された。再編統合について特に議論が必要との要請対象の医療機
関は全国 424 の公立公的医療機関等で、その中に市立恵那病院が含まれた。突然の資料公表で、地域医療を
確保している病院が廃止されると受け止められ、市民から不安や戸惑いの声が聞かれる事態となっている。
本市の市立恵那病院は、総事業費約 85億円の再整備を行い、新病院として平成 28年 11月に開院した。病
院には市民が待望した産婦人科を平成 29年４月に開設し、同年 11月には第１号の出産に至っている。平成
29年度は出産実績が 25人であったものの、平成 30年度には年間実績で 231 人の出産となり、本年度も月
20人と同様の出産実績となっている。
全国と同じように人口減少が進んでいる恵那市としては、市立恵那病院が地域の医療確保の拠点である。その中、
国が進めている地域医療構想の推進の必要性について理解している上で、下記の事項を意見するものである。

記

１．地域医療構想の推進に当たっては、病院及び地域の個別実情を十分に踏まえ検討を進めること。
２．地域医療構想の推進に当たっては、自治体病院の果たしている役割を踏まえ検討を進めること。
３．地域医療構想の推進に当たっては、国と地方が共通の認識を持って推進していくため、国と地方の協議の
場を継続的に開催し、地方の意見を聞くこと。

以上、地方自治法第 99条の規定により意見を提出する。

令和元年１２月２５日
� 岐阜県恵那市議会
（提出先）
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、

６
日�

「
瑞
浪
恵
那
道
路
整
備
促
進
協
議
会
・

国
道
19
号
瑞
浪
恵
那
道
路
促
進
議
員

連
盟
」
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
へ

要
望

７
日�

「
瑞
浪
恵
那
道
路
整
備
促
進
協
議
会
・

国
道
19
号
瑞
浪
恵
那
道
路
促
進
議
員

連
盟
」
中
部
地
方
整
備
局
、
国
土
交

通
省
、
財
務
省
等
へ
要
望

11
日�

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

12
日�

各
派
代
表
者
会
議

�

議
会
改
革
協
議
会

19
日�

議
会
運
営
委
員
会

�

各
派
代
表
者
会
議

�

全
員
協
議
会

20
日�

議
会
改
革
協
議
会

�

議
会
報
告
会(

笠
置)

21
日�

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
特
別
委
員

会
勉
強
会

25
日�

議
会
運
営
委
員
会

28
日�

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
初
日
）

�

総
務
文
教
委
員
会

�

市
民
福
祉
委
員
会

�

経
済
建
設
委
員
会

�

議
会
運
営
委
員
会

�

瑞
浪
恵
那
道
路
・
新
丸
山
ダ
ム
建
設

促
進
特
別
委
員
会

�

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

29
日�

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
第
２
日
）

11
日�

議
会
運
営
委
員
会

�

全
員
協
議
会

12
日�

総
務
文
教
委
員
会

�
市
民
福
祉
委
員
会

13
日�
経
済
建
設
委
員
会

17
日�

全
員
協
議
会

�

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

19
日�

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
第
３
日
）

�

議
会
運
営
委
員
会

11
月

12
月

20
日�

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
第
４
日
）

�

総
務
文
教
委
員
会

�

市
民
福
祉
委
員
会

�

経
済
建
設
委
員
会

25
日�

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
最
終
日
）

21
日�

議
会
運
営
委
員
会

�

全
員
協
議
会

�

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

23
日�

東
濃
飛
騨
市
議
会
議
長
会
議

28
日�

恵
那
市
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
協

議
会

�

東
濃
飛
騨
市
議
会
議
長
会�

東
濃
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会

29
日�

土
岐
川
防
災
ダ
ム
一
部
事
務
組
合
議

会
定
例
会

�

「
瑞
浪
恵
那
道
路
整
備
促
進
協
議
会
・

国
道
19
号
瑞
浪
恵
那
道
路
促
進
議
員

連
盟
」
中
部
地
方
整
備
局
へ
要
望

30
日�

「
瑞
浪
恵
那
道
路
整
備
促
進
協
議
会
・

国
道
19
号
瑞
浪
恵
那
道
路
促
進
議
員

連
盟
」
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
へ

要
望

31
日�

総
務
文
教
委
員
会
管
内
視
察

1
月

議
会
活
動
報
告

11
月

20
日
　
京
都
府
南
丹
市
議
会

・
恵
那
市
役
所
西
庁
舎

　

庁
舎
整
備
の
内
容
に
つ
い
て

1
月

20
日
　
東
京
都
北
区
議
会

・
大
河
ド
ラ
マ
館
に
つ
い
て

27
日
　
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
議
会

・
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
つ

い
て

他
市
町
村
か
ら
の
視
察
受
入
状
況�（
３
件
）

議 会 だ よ り
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次回の議会だよりは、6月 1日の発行を予定しています。

　

待
望
の
一
年
と
さ
れ
る
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
、
そ
れ
は
世
界
が
注
目
を
し
、

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
を
掲
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
喜
び
、
そ
し
て
幸
せ
が
創
り
出
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
世
界
平
和
の
象
徴
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

64
年
ぶ
り
に
東
京
を
中
心
に
開
催
を
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
街
に
も
、
未
来
を
結
ぶ
夢
と
感
動
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
致
し
ま
す
。

　

１
月
19
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟

が
く
る
」
の
放
送
が
開
始
さ
れ
注
目
を
浴
び

る
中
、
明
智
光
秀
公
と
こ
の
地
域
が
ど
の
様

な
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
か
、
大
変
興
味
を
そ

そ
ら
れ
ま
す
。

　

恵
那
市
と
し
て
万
全
の
態
勢
で
臨
ん
で
い

く
今
後
に
、
更
な
る
期
待
を
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
が
注
目
を
す
る
も
う
一
つ
の

期
待
と
し
て
、
Ｗ
Ｒ
Ｃ
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権

の
開
催
も
含
め
、
今
年
の
恵
那
市
に
は
大
き

な
期
待
が
望
ま
れ
、
市
議
会
と
し
ま
し
て
も

注
目
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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説
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ド
ラ
マ
館

明
智
町
に
オ
ー
プ
ン

令
和
２
年
１
月
28
日
に
中
津
川
市
苗
木
交
流
セ
ン
タ
ー
で
東
濃
５

市
の
市
議
会
議
員
の
勉
強
会
が
あ
り
ま
し
た
。

〝「
チ
ー
ム
議
会
」
が
地
域
を
よ
く
す
る
〟　

講
師 

江
藤
俊
昭
氏

「
議
員
の
皆
さ
ん
は
議
決
の
前
日
、
眠
れ
ま
す
か
？
議
決
に
は
そ
の
く

ら
い
緊
張
感
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
」

「
首
長
に
は
〝
提
案
権
〟
は
あ
る
が
〝
議
決
権
〟
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予

算
や
条
例
等
、
提
案
さ
れ
て
き
た
議
案
に
つ
い
て
、
監
視
・
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
の
が
議
会
の
役
割
」。

財
政
危
機
が
進
行
し
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
で
は
な
く
、「
あ
れ
か

こ
れ
か
」
を
選
択
す
る
こ
と
が
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
な
か
、
当
た

り
前
の
よ
う
な
議
会
の
役
割
を
あ
え
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

「
チ
ー
ム
議
会
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
お
話
で
し

た
。具

体
的
に
は
、
①
議
会
報
告
会
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
ご
要
望
を

各
常
任
委
員
会
で
調
査
研
究
し
、
行
政
へ
「
政
策
提
言
」
と
し
て
つ

な
げ
、
結
果
を
議
会
か
ら
報
告
す
る
。
②
「
議
員
間
討
議
」
の
場
と

し
て
、
常
任
委
員
会
で
各
議
員
が
議
案
に
つ
い
て
の
課
題
を
抽
出
し

意
見
交
換
、
論
点
整
理
し
、
委
員
会
と
し
て
質
疑
に
つ
な
げ
る
し
く

み
を
つ
く
る
。
③
決
算
議
会
の
中
で
、総
合
計
画
を
行
政
評
価
し
「
提

言
」
や
「
附
帯
決
議
」
に
つ
な
げ
る
等
、
で
す
。

今
回
の
勉
強
会
で
、
議
員
個
人
の
活
動
を
原
点
と
し
、「
チ
ー
ム
」

と
し
て
取
り
組
む
議
会
活
動
が
議
会
改
革
・
活
性
化
の
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
な
出
来
事

一
月
十
一
日
、
明
智
光
秀
公
生

誕
の
地
、
恵
那
市
明
智
町
の
大
正

ロ
マ
ン
館
に
て
「
麒
麟
が
く
る�

ぎ

ふ
恵
那�

大
河
ド
ラ
マ
館
」
開
設
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

具
足
に
身
を
固
め
た
地
元
明
智

小
児
童
に
よ
る
勇
ま
し
い
開
館
宣

言
と
、
往
時
を
偲
ば
せ
る
和
服
姿

の
恵
那
南
高
女
子
生
徒
の
雅
や
か

な
雰
囲
気
が
式
典
に
彩
り
を
添
え

て
い
ま
し
た
。

〝
麒
麟
〟
と
は
、
仁
あ
る
為
政
者

が
世
を
治
め
平
和
が
訪
れ
た
地
に

降
り
立
ち
、そ
の
福
を
求
め
て
人
々

が
崇
め
る
神
の
使
い
と
言
わ
れ
る

聖
獣
で
す
。

市
民
へ
の
思
い
遣や

り
を
第
一
義

と
し
、
仁
あ
る
執
政
を
旨
と
す
る

小
坂
市
政
の
我
ら
が
郷
土
恵
那
市

に
〝
麒
麟
が
く
る
〟
こ
と
を
切
に

望
む
昨
今
で
す
。

令
和
元
年
度

東
濃
飛
騨
市
議
会
議
長
会・東
濃
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

議 会 だ よ り
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